








の会員でもあった文人 Charles Perrault（1628 - 1703）がそれまで「伝承」
の形で伝えられていた物語を他作品とまとめて出版したことに起源をも
つ。その作品 Histoires ou contes du temps passé, avec des moralités: contes 






























プブックは 1800 年を越えてからのものがほとんどである。1820 年前後
がその絶頂で、1850 年過ぎ頃には急速に姿を消すことになる。英国で














る。この出版者の T. は Thomas のイニシャルであるが、彼は 1784 年に
Litchfield で出版業を始め、Collier’s Litchfield Weekly Monitor や Litchfield 
Monitor などを出版し、地元で起きた出来事の記事を公にしていた人物
である。(4) それだけに当時の世相に忠実であり、敏感であったと思われ






　タイトルは Cinderella; or the Little Glass Slipper。このタイトルはイギ
リスで出版された同作のチャップブックによく見られる一般的な表記
である。先に述べたように、この作品は先行する作品の焼き直しであ
るが、その作品のタイトルは The Curious Adventures of the Beautiful Little 
Maid Cinderella: or, the History of a Glass Slipper. と汎用のものとは随分と
異なるものであった。したがって、おそらくは他の作品を参考にして T. 





London、価格が One Penny というのみである。これはチャップブック
にはよく見られるパターンであり、価格の one penny から当時は penny 
history という名称がチャップブックに使われていた。チャップブックは







































































「真夜中」がぎりぎりの刻限となるわけであるが、T. Collier は “ ... her 
aunt charged her above all things, not to stay till after ten o’clock.” と門限の時




鐘が鳴る時刻についても Samber 版は “Cinderella heard the clock go eleven 
and three quarters: ...”（p. 83.）となっているのに対して、T. Collier は “she 
heard the clock strike nine and three quarters: ...” （p. 15.）となっており、ちょ
うど限界時間の 15 分前という点は同じであるが、門限の 10 時という数
字が誤植ではなく、意識的に変更されていることがわかる。
　次に、1790 年頃にロンドンで出版されたチャップブックと T. Collier
のチャップブックの挿絵を比較する。先述した通り、両者がいかに酷似
しているかが瞬時に理解されることになる。
（T. Collier, （ca.1800） p. 11. （ガラスの）靴に関する記述 ）
 
－ 52 －
（ロンドン、（ca.1790） p.11. （左）   T. Collier, （ca.1800） p.8.（右）
舞踏会の支度をする姉たち ）
（ロンドン、（ca.1790） p.16. （左）   T. Collier, （ca.1800） p.12. （右）
舞踏会に向かうシンデレラ）







（ロンドン、（ca.1790）  p.21. （左）　 T. Collier, （ca.1800）  p.16. （右）
姉たちを出迎えるシンデレラ）
（ロンドン、（ca.1790） p.25. （左）   T. Collier, （ca.1800） p.18. （右）
シンデレラを追いかける王子）






以上の挿絵を見れば、T.Collier が 1790 年頃のロンドンのチャップブッ
クを利用して挿絵を作っているのは明らかである。先行の挿絵を反転さ
せて、ほぼ同じ構図を使えば作製のための時間と費用が大幅に削減され
る。しかしながら、次の挿絵を利用したものは T. Collier には存在しない。















































れる。そのページには A Morning Song というタイトルが置かれている
だけで作者についての記載はない。当時はその詩行を見ただけで誰の作
であるか判別できたのかもしれない。というのは、これはとても有名な
讃美歌で、「イギリス讃美歌の父」と呼ばれる Isaac Watts （1674 – 1748）
によるものだからである。(6) オリジナルは、1715 年にロンドンで出され
た Divine Songs Attempted in Easy Language, for the Use of Children に収め
られた曲である。(7) 彼は非国教徒の家庭に生まれ、讃美歌を多く創作し







Arnold （1822 – 1888）に「英語で書かれた最も美しい讃美歌」と讃えら
れてもいる。Isaac Watts の讃美歌は、当時のイギリスではプロテスタン
トの教会の間で広まったものであるが、彼の Hymns and Spiritual Songs 
（1707）は 18 世紀においてもっとも人気があり、もっとも影響力を持っ
た書籍のうちの一冊として見なされてもいる。(8) 新大陸アメリカに渡っ
たピューリタンもその流れを踏襲したことが、この T. Collier のチャッ
プブックからも如実に理解されるものである。T. Collier はイギリス伝














　扱う作品は George Cruikshank （1792 – 1872）の『シンデレラ』Cinderella 
（1854）である。Cruikshank は 19 世紀を代表する風刺・挿絵画家であ
り、『グリム童話集』の英訳版 German Popular Stories や Charles Dickens 
－ 58 －
（1812 – 1870）の『ボズのスケッチ集』Sketches By Boz （1836）や『オリ
バー・ツイスト』Oliver Twist （1837）の挿絵を手掛けている。画家であ
る彼が挿絵だけではなく本編をも手掛けた作品を残している。George 
Cruikshank’s Fairy Library のシリーズとして『親指太郎と七リーグ靴』
Hop O’ My Thumb （1853）、Cinderella （1854）、『ジャックと豆の木』Jack 
and the Bean Stalk （1854）、『長靴をはいたねこ』Puss in Boots （1864）が
出されている。これらの妖精物語はチャップブックで加えられた変更と
はまったく異なる変更が見られる書物となっている。
（George Cruikshank, Cinderella. （1854） p.12. と p.13 の間にある挿絵）





この 2 枚の挿絵は「代母」を描いたものである。Cruikshank は妖精
である代母をわざわざ魔法使いらしく描写している。1790 年頃の




Charles Perrault に基づいているが、Cruikshank の場合、代母は小びと
























前に The Bottle （『酒びん』（1847））や The Drunkard’s Children （『飲食者
の子供たち』（1848））と飲酒による弊害を扱った連作画を発表してい
た。童話物語に強い道徳的な主張を加えるという行為に対して Dickens
は ‘Frauds on the Fairies’ 「妖精へのまやかし」と題したエッセーを出して
































（John Harris, Cinderella. （1825） p.11.）
　この挿絵は、George Cruikshank よりも半世紀ほど時代がさかのぼるが、


















くジャンプした 1800 年頃の T. Collier によるチャップブックの世界、
George Cruikshank が繊細な神経を払いながらも、というよりも神経を
















(1)  1729 年の Robert Samber が英語に翻訳した書籍は M. Perrault, Histories or 
Tales of Past Times: With Morals  (London: 1729) である。
－ 63 －
伝承文学としての『シンデレラ』
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(6)  Isaac Watts が手がけたものには “Joy to the World”（『もろびとこぞりて』）が
あるが、これは言うまでもなく世界中に知られた讃美歌である。旧約聖書
詩篇 98 編 ｢ 賛歌 ｣ をもとに書かれた詩で、今では賛美歌 112 番として置か
れ、クリスマスの時期に歌われことが多い。また、児童文学の関連で有名
なものとしては、数学家でもある小説家の Lewis Carroll (1832 – 98) が挙げ
られる。その著Alice’s Adventures in Wonderlandの第2章に出てくる歌に “How 
Doth the Little Crocodile” があるが、これは Isaac Watts の歌 “Against Idleness 
and Mischief” の歌詞の一部を変えて、パロディ化したものである。
(7)  Musica Britannica Vol. LXXXV:  Eighteenth-Century Psalmody, eds. Nicholas 
Temperley and Sally Drage (London: Stainer & Bell, 2007), p. 322.
(8)  The Cambridge Companion to Puritanism, eds. John Coffey and Paul C. H. Lim 
(Cambridge: Cambridge University Press, 2008), p. 334.
(9) George Cruikshank: A Revaluation, ed. Robert L. Patten (Princeton: Princetor 
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University Press, 1992), pp.236-247. Children’s Literature: An Illustrated History, 
ed. Peter Hunt (Oxford: Oxford University Press, 1995), pp.137-138.
 後者の著書の ‘The Emergence of Form: 1850-1890’ を執筆した Julia Briggs and 
Dennis Butts は Dickens と Cruikshank の論争について以下の様に、短的に指
摘をしているが、事の本質を捉えた良識の見解であると考える。
 While Cruikshank’s ‘improvements’ were absurd, his anxiety about the cruelty, 
violence, and amorality of fairy-tales was more justified than Dickens would admit: 
the counter-claim that these were ‘harmless little books’, inculcating gentleness and 
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